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            第 39 回児童ミニバスケットボール交流大会

林  但

表記は横須賀市総合体育会館（メインアリーナ、サブアリーナ）を使って横須賀市が主催として行いました。ス

ポーツ推進委員協議会は主管団体として、横須賀ミニバスケットボール連盟の協力を得て運営他を担当いたし

ました。今年度は１８チームで昨年より３チーム減りました。連盟に加入の団体が１０，地域リーグの方が８チー

ムで連盟加入と地域加入のチームが年に 1 度試合を行う大会でもあり、これらの事情を配慮して組み合わせも

行いました。参加の児童が 210 名強、保護者やご家族、スタッフほかを含めると 440 名を超える方が、熱い応

援の繰り返し送っておられました。

＜気づいたこと・感じいたこと＞

① 事前の代表者会議などで JBA による、ガイドラインを示しお願いしたためか、ゲームにおけるコーチによるプ

レーヤーへの暴言、暴力的な行為は見られませんでした。

② むしろ選手（児童）がよりやる気になるような声掛けが数多く見られた。

③ チームの人数が６名～19 名まで、6 年生から 1 年生とチーム事情により大きな違いもありました。

④ 熱中症対策として、メディカルタイムアウト（給水タイム）の導入・・第３クォーターの半分が経過した時点で

30 秒間とする。  ⇒効果はあった、体調不良の方はなし

＜連盟・事務局・コート責任者・競技責任者・会場責任者による反省会＞

① 熱中症対策として第一試合に参加のチームは開会式に参加は、来年以降は全チームとする。

② チーム関係者も会場作り他で集まっており、指導者集め当日の朝打ち合わせを検討。

③ 平日の代表者会議は集まりにくいため

④ なるべく多くの児童が試合に出られるように配慮の要請。

⑤ 連盟加入で今回不参加のチームあり、調査いただく。

⑥ 試合時間他検討現状は１クォーター5 分を 6 分にするか検討。

              試合風景と試合結果

    

      


